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習志野市議会議員 

「議会報告」 
相原かずゆき 
第
八
号 

■所 属 会 派・元気な習志野をつくる会（平成２３年５月２日～平成２５年３月３１日） 
                         ・環境みらい（平成２５年４月１日より環境都市習志野をめざし超党派で結成） 
■所属委員会 
○環境経済常任委員会 ○農業委員会 ○習志野市議会報編集委員会 
○一般会計予算特別委員会 ○公共施設調査特別委員会 

【一般質問内容】 
平成2５年 習志野市議会 第一回定例会 

こんにちは、相原です。今回は、平成２５年 習志野 

市議会 第一回定例会の議会報告です。現在の習志野 

市が抱える大きな課題は、東日本大震災の復旧・復興 

が最優先課題ということは言うまでもありませんが、 

昨年９月議会でも一般質問した老朽化した公共施設の 

再生です。しかし１２４か所の公共施設再生計画の対 

象施設から「音楽のまち習志野」を支えてきた習志 

野文化ホールは外れています。そこで、今回の定例会 

では、開館から３５年を迎える習志野文化ホールの現 

状と課題について焦点を当て一般質問を行いました。詳しくは中面をご参照ください。 

              先月、第６回議会報告会にお集まりいただいた地域の方々と 

              お知り合いの方々と第１回国会議事堂見学をして参りました。 

              あいにくの天候でしたが、桜も満開で事故もなく参加された 

              皆様が無事に帰ってこられてホッとしております。 

             

                                 

平成２５年 習志野市議会 第一回定例会が、２月１９日から３月２２日まで開かれました。一般質問は、 
３月６日に行いました。主な内容は、上記の通りです。習志野市ホームページ内（市議会 議会中継）にお
いても動画配信をしております。 

１． 習志野文化ホールの現状と課題について 
２．  通学路の安全性の確保について  

討議資料 

制作日：平成２５年４月８日 

「 

質
問 

」こ
れ
ま
で
、
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ

な
が
っ
た
事
例
は
あ
っ
た
の

か
伺
う
。 

「 

回
答 

」
特
に
な
い
。 

「 

質
問 

」仮
に
直
営
で
あ

る
指
定
管
理
者
制
度
を
採

用
し
た
場
合
、
想
定
さ
れ
る

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
伺
う
。 

「 

回
答 

」
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
直
営
そ
し
て
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
た
場
合
、

習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
の
管

理
運
営
は
市
と
し
て
の
芸
術

文
化
の
振
興
の
一
環
に
位
置

付
け
ら
れ
、
長
期
的
な
ス
パ

ン
で
歩
み
を
共
に
す
る
こ
と

に
な
る
。
具
体
的
に
は
施
設

の
老
朽
化
に
し
て
も
、
公
共

施
設
の
再
生
計
画
と
あ
わ

せ
て
検
討
さ
れ
、
そ
の
工
事

費
用
に
は
起
債
が
利
用
で

き
る
。
利
用
に
つ
い
て
も
、
市

の
使
用
料
と
同
様
の
基
準
で

算
定
し
、
見
直
し
が
図
ら
れ

る
。
ま
た
、
予
算
決
算
に
つ

き
ま
し
て
も
市
議
会
で
の
審

議
の
対
象
と
な
り
、
市
民
に 

７月2８日（日） 

◎第七回「議会報告会」開催のお知らせ◎ 

議会報告会を通じ、みんなの声を市政に届け、地域における諸問題を少しでも改善していきたいと考えております。 
是非この機会に、ご友人・知人の方をお誘い合わせの上 、ご参加いただけますようご案内申し上げます。 
なお、議会報告会は参議院選挙の日程により急きょ変更される場合もありますので予めご了承ください。 

広
く
実
情
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
デ

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
そ
の
収

支
内
容
が
、
市
一
般
会
計
の

中
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
習
志
野
文
化
ホ
ー

ル
の
経
営
状
況
が
見
え
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
解
散

し
た
法
人
の
多
額
の
借
入

金
を
市
が
負
債
と
し
て
受
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

本
市
の
芸
術
文
化
の
振
興
に

寄
与
し
て
き
た
法
人
職
員

を
解
雇
す
る
こ
と
に
な
る
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 ≪

参
考≫

指
定
管
理
者
制

度
に
お
け
る
最
高
責
任
者

（決
定
権
者
）は
市
長
に
な

る
と
い
う
こ
と
。 

会場：鷺沼集会所 

【根神社の下（社務所）】 

要
望
と
し
て 

●
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
の
経

営
改
革
・運
営
改
革
を
す
す

め
抜
本
的
な
改
善
を
め
ざ
し

自
主
自
立
の
経
営
を
望
む
。 

 

●
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
は
公

共
施
設
再
生
計
画
の
中
に
組

み
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。 

★ご要望があれば、出張議会報告会も行います。お気軽に相原携帯までご連絡ください。 

１５：００より受付開始 開催時間１５：３０～１７：００ 

 

最
後
に
要
望
と
し
て
２
点
申

し
上
げ
ま
す
。 

大
規
模
改
修
を
は
じ
め
改

修
工
事
は
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

十
分
理
解
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
は
経
営
改
革
あ
っ

て
の
話
で
は
な
い
か
。
是
非
、

市
長
・
教
育
長
を
は
じ
め
、

法
人
と
の
協
議
を
す
す
め
て

い
た
だ
き
、
行
政
の
た
め
で

も
な
く
法
人
の
た
め
で
も
な

く
議
員
の
た
め
で
も
な
く
習

志
野
市
に
と
っ
て
望
ま
し
い

習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
の
今

後
の
在
り
方
を
早
急
に
検

討
し
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
点
目
と
し
て
、
習
志
野
文

化
ホ
ー
ル
は
公
共
施
設
再

生
計
画
の
中
に
組
み
込
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。 
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http://aihara1971.com/ 

ホームページを 
作成しました。 



習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て 

 

一
般
質
問 

「 

質
問 

」
今
後
二
十
五
年

を
見
据
え
た
新
庁
舎
建
設

も
含
め
百
二
十
四
個
の
公

共
施
設
再
生
計
画
が
本
年

九
月
に
発
表
さ
れ
る
と
思

う
が
、
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル

は
、
公
共
施
設
再
生
計
画
対

象
施
設
に
該
当
し
て
い
な
い
。

そ
こ
で
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル

の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
計
画
が
さ
れ
て
い

る
の
か
、
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
伺
う
。 

「 

回
答 

」
平
成
二
十
一
年

度
か
ら
平
成
三
十
年
度
ま

で
を
期
間
と
す
る
「
第
二
期

大
規
模
改
修
工
事
計
画
」
を

策
定
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

ま
ず
平
成
二
十
七
年
度
に

は
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に

改
修
を
要
す
る
漏
水
を
防

ぐ
た
め
の
中
規
模
改
修
工
事 

（約
二
億
四
千
万
円
の
費

用
）を
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
そ
の
後
、
平
成
三
十
年
度

に
は
集
中
的
に
行
う
大
規

模
改
修
工
事
（約
十
二
億
九

千
万
円
）を
予
定
し
て
い
る
。

尚
、
こ
れ
ら
の
改
修
工
事
実

施
の
財
源
確
保
と
工
事
に

伴
う
休
館
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。
今
後
も
、
習
志
野
文

化
ホ
ー
ル
が
市
民
に
愛
さ
れ
、

安
全
で
快
適
な
ホ
ー
ル
施

設
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
公

益
法
人
と
協
議
し
最
善
の

策
を
講
じ
る
。 

「 

質
問 

」
習
志
野
文
化

ホ
ー
ル
に
つ
い
て
市
長
は
、
建

て
替
え
・移
転
建
設
等
で
は

な
く
、
現
在
の
施
設
の
老
朽

化
対
策
で
あ
り
、
長
寿
命
化

図
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
間

違
い
な
い
か
伺
う
。 

「 

回
答 

」習
志
野
文
化

ホ
ー
ル
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
建
築
で
あ
る
た
め
、
そ
の

耐
用
年
数
を
六
十
年
程
度

と
見
込
ん
で
い
る
。
そ
の
た

め
、
開
館
三
十
五
年
を
迎
え

た
今
は
、
建
て
替
え
や
移
転 

で
は
な
く
、
今
後
の
二
十
五

年
を
見
据
え
て
策
定
い
た
し

ま
し
た
計
画
に
基
づ
い
て
、

施
設
整
備
を
進
め
て
い
く
方

針
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

な
お
、
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル

は
施
設
の
構
造
上
、
長
寿
命

化
に
つ
い
て
は
、
モ
リ
シ
ア
と

の
協
議
が
必
要
で
あ
る
と
の

こ
と
。 

「 

質
問 

」
先
ほ
ど
の
改
修

工
事
費
用
は
ど
の
よ
う
に
賄

う
つ
も
り
な
の
か
伺
う
。 

「 

回
答 

」教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
習
志
野
文
化
ホ
ー

ル
が
今
後
も
市
民
に
愛
さ

れ
、
安
全
、
安
心
で
快
適
な

ホ
ー
ル
施
設
と
し
て
活
用
さ

れ
る
よ
う
、
改
修
工
事
の
費

用
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
で

の
対
応
な
ど
の
手
法
を
検

討
し
て
い
る
。 

 ≪

参
考≫

公
益
財
団
法
人

認
定
に
関
す
る
法
律
（平
成

十
八
年
六
月
）に
よ
り
公
益

社
団
法
人
・公
益
財
団
法
人

と
し
て
満
た
す
べ
き
主
た
る

要
件
は
、
公
益
目
的
事
業
比

率
が
全
支
出
の
五
十
％
以 

上
で
あ
る
こ
と
、
収
支
相
償
、

遊
休
財
産
額
が
約
一
年
分

の
公
益
目
的
事
業
費
の
額

を
超
え
な
い
こ
と
な
ど
で
あ

る
。
ま
た
、
収
支
相
償
は
、

赤
字
事
業
で
な
け
れ
ば
公

益
目
的
事
業
と
し
て
認
定

さ
れ
な
い
と
か
、
赤
字
を
補

助
金
で
埋
め
る
法
人
で
な
け

れ
ば
公
益
認
定
さ
れ
な
い

と
い
う
認
識
に
は
な
ら
な
い

で
も
ら
い
た
い
。 

 

「 

質
問 

」今
後
の
中
規
模
・

大
規
模
改
修
工
事
の
金
額

は
誰
が
調
べ
た
も
の
か
伺
う
。 

「 

回
答 

」
法
人
が
業
者
数

社
か
ら
予
算
編
成
の
た
め
に

参
考
に
見
積
も
っ
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の
見
積
も
り
は
平

成
二
十
四
年
七
月
か
ら
九

月
に
か
け
て
、
項
目
ご
と
に

設
計
施
工
業
者
か
ら
徴
取

し
た
と
伺
っ
て
い
る
。 

「 

質
問 

」そ
の
算
出
金
額

の
妥
当
性
は
、
ど
の
よ
う
に

チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
つ
も
り
か

伺
う
。 

「 
回
答 

」
今
後
の
改
修
工

事
費
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

工
事
内
容
の
項
目
ご
と
に
、

設
計
施
行
業
者
数
社
が
見

積
も
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す

こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
は
妥

当
と
判
断
し
て
い
る
。
公
益

財
団
法
人
習
志
野
文
化

ホ
ー
ル
の
契
約
事
務
に
係
る

内
規
で
は
、
今
後
の
手
続
き

に
お
い
て
、
契
約
は
、
一
般

競
争
入
札
、
指
名
競
争
入
札

又
は
随
意
契
約
に
よ
る
も

の
と
さ
れ
、
指
名
競
争
入
札

の
場
合
は
、
原
則
、
習
志
野

市
競
争
入
札
参
加
資
格
者

名
簿
に
登
載
さ
れ
た
者
の

中
よ
り
、
参
加
者
を
指
名
し

て
行
う
も
の
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
契
約
に
あ
た
っ
て
は
、

理
事
会
に
付
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ど
、
更
な
る
適

正
な
手
続
き
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

手
続
き
の
過
程
に
お
い
て

チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
十
分
担
保

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。 

「 

質
問 

」公
益
財
団
法
人

習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
が
、
文

教
住
宅
都
市
憲
章
の
も
と
と

い
う
な
ら
ば
、
市
長
は
指
摘

す
べ
き
立
場
に
い
る
。 

な
ぜ
な
ら
、
文
教
住
宅
都
市

憲
章
の
第
六
条
に
「市
長
は
、

文
教
住
宅
都
市
と
し
て
の
機

能
を
保
持
す
る
た
め
必
要

が
あ
る
と
き
は
、
他
の
団
体

に
協
力
を
求
め
、
又
は
適
切

な
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
」と
あ
る
。
で
は
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
指
摘

を
し
て
き
た
の
か
伺
う
。 

「 

回
答 

」
市
及
び
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
習
志
野
文

化
ホ
ー
ル
が
文
教
住
宅
都

市
憲
章
の
趣
旨
の
も
と
、
文

化
の
核
と
し
て
そ
の
役
割
を

果
た
し
て
き
た
こ
と
を
十
分

認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

公
益
財
団
法
人
習
志
野
文

化
ホ
ー
ル
の
経
営
の
安
定
を

図
る
た
め
、
補
助
金
を
交
付

す
る
と
と
も
に
、
運
営
な
ど

を
掌
る
理
事
会
に
理
事
と

し
て
企
画
政
策
部
長
、
生
涯

学
習
部
長
の
２
名
を
、
監
事

と
し
て
財
政
部
長
を
、
平
成

二
十
四
年
度
現
在
に
お
い
て

は
職
員
１
名
を
派
遣
し
、
法

人
を
支
援
し
て
き
た
。 

「 

質
問 

」
習
志
野
文
化

ホ
ー
ル
は
、
今
後
存
続
す
る

こ
と
は
可
能
な
の
か
伺
う
。 

「 

回
答 

」習
志
野
文
化

ホ
ー
ル
の
最
大
で
か
つ
喫
緊

の
課
題
は
建
物
老
朽
化
で

あ
る
。
そ
れ
を
維
持
回
復
し
、

存
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

多
額
の
経
費
が
見
込
ま
れ
、

現
状
で
は
そ
の
財
源
手
当

も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
仮
に
補
助
金
な
ど
、
公

費
を
投
入
す
る
場
合
に
あ
っ

て
も
法
人
に
は
、
一
層
の
経

営
努
力
を
要
請
し
て
い
く
こ

と
と
な
る
。
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
法
人
や
市
と
協
議

す
る
中
で
、
補
助
対
象
経
費

の
見
直
し
を
含
め
て
検
討
し

て
い
く
。 

「 

質
問 

」都
道
府
県
を
は

じ
め
政
令
指
定
都
市
や
中
核

市
に
お
い
て
は
外
部
監
査
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

習
志
野
市
は
義
務
付
け
ら

れ
て
い
な
い
中
、
公
益
財
団

法
人
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
の

経
営
体
制
に
対
し
、
条
例
制

定
す
れ
ば
外
部
監
査
が
可

能
に
な
る
。
そ
こ
で
、
習
志

野
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
外

部
監
査
を
実
施
し
運
営
面

等
を
チ
ェ
ッ
ッ
ク
す
る
よ
う

な
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。 

「 

回
答 

」現
在
、
公
益
財

団
法
人
習
志
野
文
化
ホ
ー

ル
の
運
営
面
に
つ
き
ま
し
て

は
、
次
の
三
つ
の
手
法
に
よ

り
、
随
時
状
況
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
指
導
等
を

行
っ
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
市

職
員
を
理
事
会
及
び
事
務

局
に
派
遣
し
、
法
人
の
実
務

そ
の
も
の
に
直
接
携
わ
っ
て

い
る
。
二
つ
目
は
、
当
該
法

人
は
、
市
の
補
助
団
体
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
二
年
に
一
度
、

市
の
定
期
監
査
を
受
け
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
三
つ
目
は
、

所
管
部
署
で
あ
る
社
会
教

育
課
で
、
予
算
編
成
時
に
は
、

次
年
度
の
事
業
計
画
及
び

予
算
案
を
、
決
算
時
に
は
、

事
業
報
告
及
び
決
算
状
況

を
確
認
し
、
事
業
報
告
書
及

び
決
算
書
に
つ
い
て
は
、
例

年
、
会
計
年
度
の
翌
年
度
六

月
定
例
会
に
て
報
告
し
て
い

る
。
以
上
、
現
状
に
お
い
て

当
該
法
人
の
運
営
状
況
等

は
確
認
で
き
て
お
り
、
適
時
、

支
援
や
助
言
、
場
合
に
よ
っ

て
は
指
導
で
き
る
機
会
も

確
保
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

第
三
者
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
は
、 

団
体
の
健
全
運
営
に
と
っ
て

有
効
な
手
法
で
あ
り
ま
す

こ
と
か
ら
、
今
後
、
当
該
法

人
と
と
も
に
研
究
し
て
い
く
。 

 ≪
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包
括
外
部
監
査

は
、
住
民
福
祉
の
増
進
に
努

め
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
挙
げ
る
よ
う
な
事

務
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、

ま
た
組
織
、
運
営
の
合
理
化

に
努
め
て
い
る
か
を
第
三
者

の
立
場
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
独
立
性
を
高
め
る
こ
と

や
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
で
、

市
民
の
信
頼
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
る
。 

 

「 

質
問 

」現
在
の
公
益
財

団
法
人
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル

で
運
営
を
す
る
の
で
あ
る
の

な
ら
ば
、
抜
本
的
な
運
営
、

主
に
予
約
方
法
や
減
免
措
置

に
つ
い
て
見
直
し
が
急
務
の

課
題
で
あ
る
と
思
う
。
経
営

改
善
と
し
て
習
志
野
文
化

ホ
ー
ル
の
利
用
方
法
・予
約

方
法
な
ど
の
見
直
し
は
自
助

努
力
で
は
で
き
な
い
も
の
か

伺
う
。 

「 

回
答 

」
最
初
に
、
協
議 

の
時
期
に
つ
い
て
は
、
教
育 

委
員
会
と
し
て
は
、
習
志
野

文
化
ホ
ー
ル
の
改
修
工
事
の

実
施
に
あ
た
り
、
今
後
、
工

事
費
用
の
借
り
入
れ
に
よ

る
正
味
財
産
の
減
少
に
合

わ
せ
、
補
助
金
の
増
額
等
の

課
題
に
対
し
て
、
平
成
二
十

五
年
度
上
半
期
、
で
き
れ
ば

平
成
二
十
六
年
度
予
算
編

成
前
ま
で
に
協
議
を
し
方
針

を
打
ち
出
せ
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。
次
に
、
習
志
野
文
化

ホ
ー
ル
の
利
用
方
法
・予
約

方
法
に
つ
い
て
は
、
習
志
野

文
化
ホ
ー
ル
管
理
規
程
第

四
条
に
よ
り
、
使
用
し
よ
う

と
す
る
日
の
十
二
カ
月
前
の

月
の
初
日
か
ら
受
付
を
し
て

い
る
が
、
学
校
行
事
及
び
生

涯
学
習
関
係
の
行
事
で
、
特

に
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
こ

の
日
よ
り
も
前
に
優
先
受

付
し
て
い
る
。
法
人
で
は
、

文
化
ホ
ー
ル
の
効
率
的
・効

果
的
利
用
の
た
め
、
優
先
受

付
行
事
と
の
利
用
調
整
に

加
え
、
使
用
料
や
減
免
規
定

の
見
直
し
も
図
っ
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。 

 
 

 

裏
面
に
続
き
ま
す
。 
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